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第1図　千島海溝の地震のモデル．2003年十勝沖地震
（破線）と17世紀の地震の断層面（実線）．17世紀
の地震としては，全体のすべりが5m（TN5モデ
ル）と，十勝側の100km（グレーの部分）のみを
10mにしたモデル（T10N5モデル）とを考慮した．
2003年十勝沖地震の余震分布（Hamada and
Suzuki, 2004）も示す．

1．はじめに

北海道東部の太平洋岸は，千島海溝で発生する
M8クラスの地震に伴う津波によって被害を受けてき
た．2003年十勝沖地震（M8.0）の際には，津波によ
って2名が行方不明になったほか，漁港などに被害が
生じた．1952年十勝沖地震（M8.2）の津波は，浜中
町霧多布・厚岸町床潭地区を中心に人命や家屋に大
きな損害を与えた．
最近の津波堆積物調査（Nanayama et al., 2003;

平川ほか, 2005）の結果，さらに大きな津波が，過去
7000年間に平均500年程度の間隔で繰り返し発生し
たことが明らかになった．最も新しいものは17世紀
に発生し，海岸での高さは10mを超え，海岸から4
km近く内陸まで浸水した．17世紀に発生した巨大な

津波を説明するために，幾つかの断層モデルについ
て津波の数値シミュレーションを行い，沿岸での高さ
や津波堆積物の分布と比較した結果，十勝沖と根室
沖の震源域が連動するモデルが適当であることがわ
かった（第1図；Nanayama et al., 2003; 佐竹ほか,
2003; 2004）．
これらの研究成果を防災に役立てるため，産総研

では，専門家や自治体の防災担当者による検討を経
て，北海道太平洋岸の浸水履歴図を作成した．以下
では，この数値地質図の作成経緯や手順，収録内容
について紹介する．

2．ハザードマップの社会的役割：検討会での議論

本数値地質図を作成するにあたって，外部有識者
による検討会を平成15年度に3回（5月7日，10月10
日，12月19日）開催した．検討会には，北海道大学や
北海道地質研究所の研究者（北大　地震火山研究観
測センター 笠原　稔・谷岡勇市郎・西村裕一，同
地球環境科学研究科　平川一臣，同工学研究科
岡田成幸，北海道地質研究所　寺島克之・嵯峨山
積）・北海道庁総合防災対策室・気象庁札幌管区の
担当者，民間企業（ウエザーコック）の方々のほか，
産総研北海道地質調査連携研究体のスタッフに参加
していただき，産総研としてのハザードマップのあり
方について議論を重ねてきた．検討途中で2003年十
勝沖地震による津波（平成15年9月26日）が発生した
ことを受け，その結果も取り込むことにした．このた
め，出版が当初の予定よりも1年遅れたが，最新の津
波についての情報も取り入れることができた．
津波についてのハザードマップを考える際，火山

の例が参考となる．火山のハザードマップ（災害予測
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第2図　
北海道太平洋岸における津波の高
さと到達時間．2003年十勝沖地震
からの津波の高さはTanioka et al.
（2004）による実測値，17世紀の地
震については平川ほか（2005）によ
る推定値．

図）については，（1）火山学的予測図（学術マップ），
（2）行政資料型予測図（行政マップ），（3）住民啓発型
予測図（広報マップ）の3種類に分けて作成すること
が提唱されている（国土庁防災局，1992；宇井, 1997）．
（1）の学術マップはさらに，a. 過去の災害の実績図，
b. 将来における災害の予測図に分類されている．津
波についても同様に，ユーザーと性格とを明確にした
ハザードマップとすることが重要であろう．
検討会での議論では，産総研などの研究所は，学

術マップを作成し，そのユーザーは沿岸の住民では
なく，地方自治体の防災担当者をターゲットにすべき
であり，名称についても，「災害予測図」や「津波浸水
予測図」よりも，「津波浸水履歴図」が適当であるとさ
れた．産総研の「津波浸水履歴図」や，そこで用いら
れた震源・波源モデルを用い，内閣府中央防災会議
や北海道によって行政マップが，さらには沿岸の市町
村などで広報マップが作成される予定である．

3．津波浸水履歴図（CD）の内容

検討会での議論に沿って作成された津波浸水履歴
図（CD）には，沿岸津波情報図・津波浸水履歴図・
波源のモデル・関連文献・津波のアニメーションが含
まれている（第1表）．

3.1  沿岸津波情報図

沿岸津波情報図（第2図）には，2003年十勝沖地震
の際の沿岸の津波の高さ（Tanioka et al.（2004）によ
る実測値）と，津波堆積物から推定された17世紀の
津波の高さ（平川ほか, 2005）が示されている．
2003年十勝沖地震による津波は襟裳岬～釧路の

十勝沿岸では2～4m程度であったが，釧路以東で
は，厚岸町末広（局地的に4m程度）をのぞけば，2m
以下であった（Tanioka et al., 2004）．17世紀の津波

1．沿岸津波情報図（50万分の1スケール）
17世紀の津波及び2003年十勝沖地震の津波高実測値
数値シミュレーションによる沿岸での津波の高さ・到達
時間

2．津波浸水履歴図（2万5千分の1スケール）
根室市南部沼
浜中町霧多布湿原
厚岸町床潭沼
音別町馬主来沼
大樹町生花苗沼

3．波源モデルの解説
4．関連文献
地質調査所・産業技術総合研究所の研究報告に掲載
された論文PDFファイル（表2）

5．霧多布湿原における津波浸水のアニメーションファイル
GIF, Windows Media, QuickTime, RealMedia, MPEG形式

第1表　CD－ROMの構成．
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については，平川ほか（2005）によって，十勝海岸の
豊似～厚内で10m以上（最大は18m）の津波高が，根
室周辺でも10m，4mの津波高が推定されている．
さらに，断層モデルに基づく数値シミュレーションに
よって計算した沿岸における津波到達時間（地震発
生後，海面が10cm上昇するまでの時間）と沿岸にお
ける海面変動の最大値（地震発生後3時間以内）が示
されている．ここでは，潮汐や地震に伴う地殻変動
（海岸の隆起や沈降）は考慮していない．
断層モデルとしては，2003年十勝沖地震について

は，沿岸に近い100km四方の断層面上ですべり量が
一様に5mであるモデル（佐竹ほか（2004）のT－NS）
を用いた．17世紀の津波については，十勝沖～根室
沖の長さ300km，幅100kmの断層（プレート間地震
の連動）面上で，すべり量は一様に5mのモデル
（TN5）と，十勝沖の100km部分のみ10mで他は5m
としたモデル（T10N5）の二通りについて計算した．こ
れらのモデルの詳細については，佐竹ほか（2004）に
述べられているが，断層パラメーターをまとめた表と
簡単な解説をCDに含めた．
津波数値シミュレーションによると，2003年十勝沖

地震津波は十勝海岸で地震後10～20分で到達する
のに対し，17世紀の津波は20分程度と遅くなる．17
世紀の波源は沖合の水深が大きい部分にあるため，
津波の到達は遅れるが，沿岸の波高は大きくなる．
沿岸の津波の高さについて，2003年十勝沖地震の
モデルは，十勝海岸で4m以下，釧路以東ではほぼ
2m以下と，実測値を再現している．17世紀の津波に
ついて，TN5モデルによる沿岸での津波の高さは3～
7m程度であるが，十勝におけるすべり量を10mにし
たT10N5モデルでは，最大10m程度となった．計算
で用いた格子間隔（225m）を考慮すれば，局所的に2
倍程度の高さにはなり得るので，十勝海岸での10～
18m程度の津波高を説明することが可能であろう．

3.2  津波浸水履歴図

浜中町霧多布湿原は，海岸から3km以上にわたっ
て広がる湿原であり，1952年十勝沖地震や1960年チ
リ地震の際には，津波が海岸から1～2km程度まで
遡上し，大きな被害をもたらした．第3図には，1952
年十勝沖地震の際の津波浸水域を示す（中央気象台,
1953）．
17世紀およびそれ以前の津波堆積物は，さらに内

第3図　霧多布における津波堆積物の分布．1952年
十勝沖地震による浸水域（中央気象台, 1953）
および17世紀の津波の浸水域．

陸の，湿原の縁（海岸から4km程度）まで達している
（七山ほか, 2000; Nanayama et al., 2003）．調査の結果
明らかになった津波堆積物の分布を，2万5千分の1
地図に示し，浸水履歴図（第3図）とした．
数値シミュレーションによる計算浸水域も同図に重ね
て示した（第3図）．断層の長さや幅を変えて幾つかの
モデルについてシミュレーションを行なった結果，十勝
沖～根室沖の長さ300kmのプレート間地震からの津波
が最も内陸まで浸水する（佐竹ほか, 2003；2004）．
根室市南部沼，厚岸町床潭沼，音別町馬主来沼，

大樹町生花苗沼においても，津波堆積物の分布域と
数値シミュレーションによる浸水域とを，2万5千分の
1地形図上で示した．

3.3  その他

津波堆積物の分布や数値シミュレーションの詳細に
ついては，これまでに地質調査所・産業技術総合研
究所の報告書に公表してきたので，それらの論文の
PDFファイルを含めた（第2表）．
また，津波の発生・伝播と霧多布湿原における浸水
の様子を示すアニメーションファイルも含めた．これは，
平成17年度に作成した産総研の紹介ビデオ（DVD）の
一部（地質・海洋分野「巨大津波の予測」）から，津波
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シミュレーション部分のみを抜き出したものであり，
GIF, Windows Media, QuickTime, Real Media,
MPEGの5通りのファイル形式でCDに含めた．
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